
特
集
の
背
景
と
狙
い

こ
れ
ま
で
の
土
木
学
会
誌
特
集
（
2
0

2
2
年
4
月
号
『A

lly

へ
繋
が
る
途み
ち

』
2

0
2
4
年
7
月
号
『A

lly

が
つ
く
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
イ
ン
フ
ラ
』
）
で
は
、
土
木
業

界
の
多
様
性
や
社
会
に
十
分
に
包
摂
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
人
々
の
可
視
化
を
通
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方
を
問
い
直
し
て

き
た
。

こ
う
し
た
議
論
を
通
じ
て
浮
か
び
上

が
っ
た
の
は
、「
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
わ
れ
わ

れ
自
身
も
ま
た
、
例
外
で
は
な
い
」と
い
う

事
実
で
あ
る
。
土
木
に
携
わ
る
人
々
が

日
々
直
面
す
る
働
き
方
や
人
間
関
係
、
心

身
の
負
担
も
ま
た
、
個
人
の
幸
福
や
働
き

が
い
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の
視
点
を
さ
ら

に
自
ら
の
内
側
に
向
け
、
わ
れ
わ
れ
が
思

考
停
止
せ
ず
、
ま
ず
は
心
身
を
健
や
か
に

保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
、「W

ell-be-

ing

（
以
下
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
の
考

え
方
」を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
広
く

人
を
包
み
込
み
、
社
会
全
体
の
幸
せ
を
形

づ
く
る
こ
と
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

そ
の
た
め
に
、「
利
己
」と「
利
他
」の
関

係
を
起
点
に
、
日
常
や
現
場
で
実
践
可
能

な
行
動
や
気
付
き
を
収
集
し
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉
え

直
す
場
の
提
供
を
目
指
す
。
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ABSTRACT
In recent years, discussions in the Journal of JSCE 
have sought to make visible those who have not been 
adequately included in society and to reconsider the 
nature of infrastructure from that perspective. What 
has emerged is the realization that those engaged in 
civil engineering are not exempt from these issues 
themselves. The well-being of practitioners, including 
their working styles, relationships, and physical and 
mental health, is deeply connected to the sustainability 
of the profession and society at large. This special issue 
turns the focus inward, emphasizing that maintaining 
one’s own well-being is not a self-centered act but a 
foundation for broader social contribution. By explor-
ing the interplay between “self-interest” and “altru-
ism,” the issue highlights how individual awareness 
and small daily actions can expand to infl uence organ-
izations, communities, and society. A conceptual mod-
el illustrates this cycle, showing how well-being circu-
lates between individuals and the wider social context. 
The issue is structured in four parts: an introductory 
discussion on the concept of well-being and survey of 
current industry practices; nine case studies showcas-
ing initiatives by governments, companies, and indi-
viduals; and a roundtable dialogue among children, 
professionals, and practitioners. Together, these con-
tributions encourage readers to refl ect on their own re-
lationship with happiness and consider how new forms 
of civil engineering might emerge from everyday life 
and practice. 



「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
っ
て

何
？
」
│
概
念
整
理

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」と
い
う
言
葉

は
、
新
し
い
概
念
で
は
な
い
。
も
と
も
と

は
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
社
会
の
中

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
る
状
態
を
指

す
。
つ
ま
り
、
単
に
病
気
が
な
い
と
か
、
不

便
が
な
い
と
い
っ
た
消
極
的
な
意
味
で
は

な
く
、〝
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
き
ら

れ
る
〞
、〝
満
た
さ
れ
た
状
態
〞
を
表
す
。

土
木
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
は「
暮
ら
し
や
す
さ
」や「
安
心

感
」と
密
接
に
結
び
つ
く
。
安
全
な
堤
防

や
便
利
な
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
基

盤
を
築
く
営
み
で
あ
り
、
社
会
の
幸
福
を

支
え
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の
言

葉
を
真
剣
に
語
り
合
い
、
言
語
化
し
て
き

た
経
験
は
案
外
少
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
機
会
に「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」を
自

分
ご
と
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

『
利
己
の
在
る
処
』
│
自
分
か
ら

始
ま
る
、
み
ん
な
へ
続
く
道

こ
こ
で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を「
自
分

か
ら
始
め
る
」こ
と
の
意
味
を
整
理
す
る
。

個
人
が
自
ら
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
気

付
き
、
日
常
や
働
き
方
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
起
点
と
な
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
職

場
や
組
織
の
関
係
性
を
変
え
、
や
が
て
地

域
や
社
会
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。

こ
の
過
程
に
お
い
て
は
、「
利
己（
ま
た

は
自
利
）」と「
利
他
」の
関
係
性
が
重
要
で

あ
る
。
自
分
を
大
切
に
す
る
行
為
は
、
他

者
へ
の
配
慮
や
社
会
へ
の
還
元
を
生
む
基

盤
と
な
る
。
さ
ら
に
他
者
か
ら
の
承
認
や

反
応
は
利
己
の
充
足
に
寄
与
し
、
利
己
と

利
他
の
好
循
環
を
生
む
。
こ
う
し
た
循
環

は
、
建
設
現
場
や
生
活
空
間
の
在
り
方
に

も
反
映
さ
れ
る
。
現
場
が
単
な
る「
働
く
場

所
」か
ら
、
住
民
や
働
く
人
の「
幸
せ
に
寄

り
添
う
空
間
」へ
と
変
わ
る
座
談
会
で
示

す
事
例
は
、
そ
の
象
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図
は
、
個
人
の
気
付
き
か
ら
組
織
・
社

会
へ
の
広
が
り
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
可
視

化
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
心
に
位
置
す
る

「
自
分（
利
己
・
自
利
）」が
中
間
の「
周

囲
・
組
織
」を
介
し
て
外
側
の「
社
会
・
地

域
（
利
他
）」へ
と
影
響
を
及
ぼ
し
、
同
時

に
社
会
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
再
び

個
人
へ
戻
る
循
環
を
示
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
一
人
の
内

面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
己
と
利
他
の
循
環

を
通
じ
て
社
会
全
体
の
幸
福
を
育
む
。

特
集
の
構
成

本
特
集
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
の「
入
門

編
」と
し
て
、
ま
ず
、
学
術
的
視
点
と
業
界

実
態
調
査
を
通
じ
て『
利
己
か
ら
利
他
へ
』

の
基
盤
を
整
理
し
、
土
木
特
有
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
視
座
を
提
示
す
る
。
続

い
て
、
行
政
・
企
業
・
個
人
に
よ
る
九
つ

の
実
践
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
、

子
ど
も
・
専
門
家
・
実
践
者
に
よ
る
座
談

会
を
通
じ
て
、
世
代
や
立
場
を
超
え
た
対

話
か
ら
、
幸
福
と
社
会
貢
献
の
つ
な
が
り

を
深
く
掘
り
下
げ
る
。

本
特
集
で
は
、
多
様
な
事
例
や
座
談
会

を
通
じ
て
、
現
場
や
暮
ら
し
か
ら
立
ち
上

が
る
新
し
い
土
木
の
姿
を
描
く
。
読
者
が

自
ら
の
幸
せ
を
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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図1　ウェルビーイングの循環拡散プロセス 




